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希  一北海道にもあった火山泥流災害   

昨年11月13日，南米コロンビアのネバド・デル・ルイス火  

山が噴火し，そのときの火山泥流によって，2万人以上の死者が  

出たことほ，記憶に新しいことと思います。この火山ほ，北緯  

5度の熱帯に位置していますが，標高が5，400mと高く，山頂  

付近は万年雪〔氷帽）におおわれています。そこへ，噴火によ  

る高温の軽石や火山灰の集合体〔火砕流）が流下して，大量の  

万年雪を急速に融かし，この融水が山腹の土砂を巻き込んで泥  

流となって流れ出したものです。北陸・東北・北海道などの積  

雪地填で冬～春季に噴火がおこった際にほ，同様な火山泥流が  

発生する可能性があり，注意を要します。北海道でほ，実際に  

十勝岳の噴火にともなって火山泥流が発生し，144名の死者を出  

したという史実が存在Lており他人事でほありません。今回ほ，  

60年前に「北海道にもあった火山泥流災害」について振り返っ  

てみることにします。  

火山さ尼流とは  

火山泥流ほ，水と土砂と岩塊が一体となって急速に流下する  

現象で，土石流と似ていますが，直接噴火に起因し，流動物質  

がやや高温である点で区別されています。世界的には年に1回  

程度発生しており，その流速ほ一般に毎時30～60km程度で，  

到達距離ほ100kmを記録している例もあります。発生原因とし  

てほ，次の4つの場合が考えられています。  

i）噴火によって火口湖が決壊した場合（インドネシアのケルー   

り   

ii）氷河の下でマグマの上昇・噴火が生じた場合〔7イスランド）  

iii〕噴火によってマグマとともに地下の熱水が噴出した場合〔有   

珠山1910年の噴火〕  

iv）火砕流が降雪や氷河の上に堆積した場合（1926年十勝岳の   

噴火）  

北海道でも発生した火山泥流   

北海道でほ1926年5月24日，十勝岳（標高2，077m〕の大  

噴火にともなって火山泥流が発生し，144名の死者を出しました。  

この火山泥流は，噴火により山体の北西部が破壊され，高温の  

岩塊がなだれのように積雪の上に流下し，これを融かして発生  

したものです。この泥流は，標高700m付近で富良野川沿いと   



美瑛川沿いのものに分かれ，前者ほ中富良野まで，後者：三美瑛  

市街に達しました。火口から約25km離れた上富良野に泥流が   

到達L氾濫Lたのほ，噴火後25、26分で，到達までの時速ほ約  

50kmと推謹されます。この間，泥流の通過Lた森林地帯で：三  

約650Ⅰ1aの自然林がなぎ倒され杓56，000m3の立木が流出し  

まLた。なお，火山泥流災害後の惨状および復旧の様子こま，三  

浦綾子の「泥流地帯」に展開さわており御記憶の方も多いかと   

思います。  

火山災害に備えよう   

十時岳の大噴火から今年の5月24日で60年になろうとして   

います。当時の泥流による一大荒廃地も巨以前の7カニゾマツ・  

ニゾマツ。ダケカンバからなる森林の姿に戻りつつあります。  

また，白金温泉より下流の泥流通過跡に成立L′たシラカンパ林  

：三，道内でも有数の美林とLて観光客に人気のある所となり，  

当時町惨状を知るよすがもなくなってきまLた。   

日本：ま，地球上の活火山の約8％を占める世界的な活火山の  

集中域てあり，火山泥流など刀，噴火にともなう災害発生の危  

険性が高く，北海道もその例外ではありません。しかも，活火  

山周辺忙土地利鞘が濃密化している現在，ひとたび火山災害が  

発生すると，その規模。影響ほ昔と比べものにならない程大き  

いと予想されます。このような災害を防く、、には，噴火予知や災  

害予測囲の作成などの防災行政を充実するとともに， 住民サイ  

ト、ても，自分の住む土地・地域の自然や災害史に十分注意を払   

うことが望まれます。  

ネバト、・デノンQノンイス火山乃場合には，1845年に今回と同様   

の泥流が発生L，－7∴／メ1コウ〕街でミニ当時700人の死者が出たと  

されており，その後詳細な災害予測図が作成され．関係方面に  

は既に配布されていたといいます。しかL，こつような歴史や  

災害予測を的確に活用できなかった所に，今回の7ノニメロの悲  

劇があったと言わぎるを得ませ′ん。  

‥－－■－－■－■●－○一－●          ■－ －‥一‥一■■－－－■●－‥－t●－‥一血◆－‥－■●●●●一■●－●◆一川－－  

河内晋平北大理学部助教授   

去る3月14日，当調査所談話会において，文部省自然災害特  

別研究調査班〔団長。北大理学部勝井義雄教授，他3名〕乃一  

員としてネバト㍉デル。ノンイス火山災害調査 ぐ昭和60年12月  

19日＼61年1月3日ニノに参加された河内晋平助教授√：火山地質  

学〕に，現地の生々Lい災害の状況について御講演を頂きまL  

た。以下に，その概要を紹介いたします。  

ネバト、。デノン。ノンイス火山は，北部アンデス火山帯に属L／，  

3列に分かて走るアンテスの，中央山脈上にある。中生代の花  

嵩岩。変成岩などからなる3。500mの山地上に形成された平頂  

な成層火山〔標高5，400m〕て，山頂に径600mの火口があり，  

その周囲17km2に厚さ平均15m乃万年雪ぐ氷帽〕におおわわ  

ている し写真て－。詳い＼調査で，過去8，000年間に23回の爆発  

的噴火が識別されており，有史以来，1595年，1845年に噴火L  

ている。今回の噴火についてほ，1984年11月頃から地震・噴気   

活動があらわれ，次第に活発化し1985年9～10月には水蒸気爆  

発をたびたびおこし，11月13日21時こ現地時間〕，轟音と共に  

爆発L，大泥流が発生Lて，大災害に至った。   

今回の噴火規模ほ決して大きなもnでなく，例えば降灰量は  

0．06km3以下で，1977年の有珠lLJ噴火（0．1km3〕より小さいも  

のであった。LかL，小規模でほあるが高温の火砕流が発生L，  

それが万年雪の一部を急速に融かL，泥流発生の第1誘因となっ  

た。泥流にごニ，火口湖や，谷沿いの地下水・地表水，折からの  

激しい降雨が加わり，泥流ほ次第に大きなものに発達していっ  

た。山頂と50km離れたアノンメ1コ〔標高400mで，谷が急に開  

けた扇状地上の街ノ〕の聞こ三，高要差が5．000mで斜要はレ10と  

いう急勾配になっており，そのことが泥流の速要を早める し時  

ー（3月相計 当調査所談話会）  

速30、40kmと推定〕とともに，その規模と破壊力を強大にし  

た大きな要因である。泥満ぷ，最初いぐつかヱ）流れこたノ⊃て発  

生し′，7ルメロを襲／ニた主尼流ミミ，その中の2つの流れが合流t  

て大泥流になったものてある。折しもコーヒ【収穫シーズ、ンと   

いうことと．7ノンメロから：三直接山頂が見えなかった二と∴鐙難  

命令が出されていたが，夜半近くて伝達体制も不十分であった  

ことなと、から大惨事を招いた、泥流：ま23時30分過ぎ，－アノ㌧′ノ  

ロに到達二）。ニの災害による被災者ほ麿17万人と言われている。   

ニのうち死者ほ約2カ4千人：－7′しメロでほ2万人あまりニノて，   

火山災害史上第4位の大惨事とな〉Jた。   

調査班が7フレメロに入った時：ま，11月13日の大惨事から1カ  

月以上経過Lており，熱帯刀強烈な臼ぎしニ「下て，厚さ5mを  

万年雪（氷帽）におおわれるネバド・デルりレイス火山  

（標高5′400m）と火山泥流〔ケアり川L流，北大河内助  
教授撰供：一」票高4，200mの牧畜場より「   
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越す二上砂の表画王Jチかチに固まり大きくひ  

○こわjlていプ㌧。ニ7）地にかつて人々乃活気に  

満ちアニ生活か宮たまれ そLて現在二つ下に  

多′二アリ、々が埋もノれで、＼る二ヾ土とても信しナ刀ユ   

J、－ あま・1にも静かた光景て真一た。たお  

一部でほすてに革がほえ始めているのが印象  

的てあった。  

． コロンビア国立地質鉱山研究所   

では，ネ∴ト、。ナノし・ノンイス火山の噴火災害   

予測図を作成し，噴火プ〕1年以⊥前の1984年   

］0月7日に発表しノーこいた。ニニに示し／たもの   

，£，噴火当日レつ1985年11月13日に改訂版と   

して公表さわたも乃てある。  

ネバド◎テ、ノンe′ンイス火山災害調査班団瓦 畔井義堆教授りと大理芋。、■嗣提供   

☆☆☆新』い時代の地域づ宅亀』に向島チ竃☆☆☆  

日召和6雇年度予算と調査研究計画一   

当調査所は広大な土地と自然を有する北海道の地質と地下  

資源に関する総合研究機関として，昭和61年度も地域の特性と  

資源を生かし，環童と講和Lた地域づくりを目指しノて研究に取  

▼フ観みます。   

昭和61年斐の調査研究に従来のテーマを継続Lて行うものが  

多いなかで，鉱物資源関連で新たに石灰石の活用を図るために  

日高地域の資源評価と利鞘面刀拡大を課題±Lて取り組むこと  

になりまLた。  

壱ご→㌧ ニ太ノンキー 資源ては新たに，最近，熱水の開便利周が  

進んでいる石狩低地帯主部〔6市7町2村：を対象とL，開発に  

ともなう資源動向と将来刃適正開発に対する指針を確立するた  

めに3カ年計画で実施し／ます。ニのほか，北海道開発庁からの  

委託で桧山中部地域（乙部町，熊石町，大成町」の地熱調査を  

開始するほか，瀬棚町で深部熱水賦存の可能性を探るためのポー  

リングを行います。   

水資源関連てほ従来の研究調査を継続Lます。応用地質関連  

でほ堆積岩地域の士出すべり機構解明を目的として新たiこ三笠中  

葉唄地域刀調査を開始Lます。また，初めて海洋調査こ北海道  

開発守委託二．に取り組みます。   

つぎに，それぞれの調査研究内容の概要を説明Lます。  

鉱物資源  

○留辺秦北方：稀少金属をともなう金，銀鉱床の資源評価二継  

葦売：   

○江差：陶石資源の評価と性状試験（継続ノ〕   

C日高：石灰石の資源評価と利用面の検討：新規二  

○道央南部ニカオリン，垂晶石など未利用資源の開発と件状  

試験こ継続，北海道開発守委託〕  

エネルギ州資源  

ニ西担振；地域特性に応じた熱水の適性利用システム刀▼策定  

し＼継続J   

○札幌北部；都市部にお：′チる低温水を含む熱水の開発利用方  

式と地下蓄熱の研究 こ継続二   

こ石狩低地帯主部：熱水昧存構造の解明と適性開発 L新規：－  

○帯広；熱水資源の適正開発◎管理のそニタ1ノング、、継続二）   

○瀬棚；深部熱水賦存の可能性評価 し新規ニ  

○桧山中部；火山性地熱の資源評価：二新規，北海道開発寸二委  

託二〕   

○棍釧；地熱と他エネノンキーの組合せによる複合利用こ継続，  

北海道開発庁委託〕  

水資源   

○道央南部：工業用水開発における地下水利昭の可能性こ継  

続二  

○函館；地下水開発可能量の算定、継続ノ  

国土保全む環境   

○札幌，石狩；地盤沈下±地下水シり人二1滴養試験用蛙続二   

○美唄，三笠；堆積岩地域の地すべり機構の解明r新規二  

海  洋   

C北海道沿岸域サ自然条件把握こ新規、北海道開発庁委託  

依頼などに基づく調査研究  

C技術指導及ごこ普及  

○市町村等の依板による調査  

基礎研究   

○土木地質，火山活動，地域ごとレし〕地下資源と環鼠 地■卜水  

そ の イ也   



熱開発，防災こ火山，地すべりなど：，地下水，骨材，土本地質  

など地域の行政課題解決のため必要な調査・指導などに取り組  

みます。  

○研究用備品，図書などの購入，成果の発表   

○維持管理   

以上が地下資源調査所の昭和61年予算と調査研究の概要て  

す。（予算総額10，688万円〕。なおこれ以外として鉱山鉱害，地  

昭和60年度畑作振興深層地下水調査の成果   

この地下水調査ほ，ニれまでの14年間に営農用こ畑作振興）  

として表流水や浅い地下水を確保することが困難な50地域につ  

いて実施してきました。このうち35地区で地下水の開発に成功  

し，現在，利用中またほ利用計画中となっています。このよう  

に水を確保するために苦労されている市町村はまだまだ沢山あ  

りますので，当調査所でユニ，このような地域における水の問題  

を解決するため必要な調査研究を続けています。ニの調査事業  

のほかにも，市町村からの受託調査制度や技術普及指導の制度  

などがありますので，地下水の開発・利用についてほお気軽に  

当調査所へお問い合せ，御相談下さい。  

この調査は昭和47年重から道の農地開発部耕地計画課と関係  

支庁において進めらjlでィ、ます。調査内容ほ，地質調査・電気  

探査・オ∴【リ：／グ調査及び揚水試験で，当調査所ほ，このうち  

実施段階における地質調査を中心に担当Lてきています。本調  

査の詳い、目的・内容および59年度の概要についてほ，既に当  

ニュースの昭和60年4月号にてお知らせしてきたところですが，  

本号でほ60年度の成果について報告いたLます。   

昭和60年蜜ほ下表のとおりり5地区について調査が実施され  

このうち4地区で地下水の得られることが確認されました〔60  

年直の調査報告書ほ61年3月刊行済J。これらの地域における  

利用計画ほ61年度以降において検討されることになっています。   

昭和60年度調査結果一覧表  

口径  深度ストレナー深度   静水位  勤水位  揚水量   
地 区名  市町村  採 水 層   備  考  

（mm）  （m）   （m）   仙  水 質                  （m）  （m）  （m3ノd）  （基準を越えるもの）   

上軍川  中新～鮮新統，峠下火  
適合  

相葉  適合  
砂・礫岩   

∃丘陵地  

丸大  
r  

共和   濁度10  

鮮新統，茂築別層，  
砂岩  

18，0～29．0  

34．5一－・・・40，0  
丘陵地  大  曲  初山別村  

首→ ヨ血ロツパの水事情海外研修だより（その2）開発応用部 広田知保肝   

Aは井戸から2kmまで，IIIBは流域限界までという具合です。  

各領域の車でほ種々の人間活動に対Lて規制措置がとられてい  

ます。例えばⅠⅠIBでほ放射性物質・毒物の貯蔵，1ⅠIAでほ汚水  

処理施設・地下資源開発のための試錐孔。新しい墓地の建設な  

どが規制されています。またⅠⅠでほ，上記の項を含めてさらiニ  

工場・キャンプ場・スポーツ施設・採石場の建設，家畜の放牧，  

肥料の貯蔵と散布など22項目の行為が規制されています。   

このように，西「インでは用水のほとんどを地下水に依存しノ  

ていますので，連邦および各州地質調査所ほ精力的に地下水の  

研究をしており，その成果にもとづいて各種計画実施について  

の可否が決定されているようです。   

西ドイツの水質保全域   

この国では，飲料水の水源とLて河川水を使うためにほ，特  

別の場合を除いて一夏地層を通Lて浄化することが，法律によ  

り義務づけられています。このため，ライン川に沿った地域の  

水道施設ほ，河川水を砂層や砂利酎こ浸透させることを，浄化  

システムの極めて重要なプロセスとLて位置づけています〔写  

真〕。また，西ドイツには自然滴養の地下水のみを水源とする水  

道も多数あります。この場合，地下水の水質汚染を防く’、ために  

井戸を中心とL／てⅠ・II・IIIA。IIIBの水質保全域を設定Lて  

います。Ⅰは井戸から10m以軋ⅠⅠは地下水が50日間に流れ  

る距離までし地下水資料を駆使して地質調査所などが決定：〉，ⅠⅠⅠ  



マルセイユの地下ダム  

マルセイユほ一大工業地帯を控えたフラン   

ス第2の都市てす。二の地域に：ま石灰岩の地   

層が多く発達Lており，いわゆるカノ∴スト地   

形が見られる所です。この石火岩は透水性が  

非常に良好て，岩体中に：三多数の大空洞が発  

達L／ており，そこには淡水が流れていること  

が古くかち知られています。高度経済成長の   

頃，将来における水需要の土削口を想定Lて，   

近くの′さて－1トミオの石板岩中に地下ダムを建   

設することが計画さ′れました。タイバーによ   

る調査を含めた各種調査をもとに，深さ50m   

甘竪穴を掘削して資材搬入路とし，海岸から  

ル叫ル川沿いにある水道施設の浸透池（エッセン郊外）  

活性炭処理の他，浸透他にこる浄化を重要なプロセスとして採   

用Lています。  

このように現在のヨーフ ッノミの水道ては，如何にして質の良   

、、水資源を確保するかが最大の課題となっています し完〕。  

500m内陸の空洞内に幅25m。高さ25mのダ   

ムを数年がかりで建設LまLた。二のダムにより塩素イオンの  

少ない水を毎秒51113程度取水てきるとのことてしチニ。  

パリ西部の水道  

ハリ西部の水道ほセーヌ川から採取された水が水源とた一つて  

ます。この川もゃはり汚染が進んでいるため，オゾン注入6  

中国東北地方の旅  
北海道泥炭地研究会’85訪中団に参加して（その1）山門   

開発応用部 松 下 勝 秀  

北大理学部 五十嵐 八枝子   

ののち，長春まての夜行列車に乗る準傭をする。   

日太側の一行に題先生，筐さんし若い女性通訳／：を加え，0時  

13分発ハノンビン行急行列車に乗り込む。北京駅は人波にあふれ  

とても真夜中という感じがし／ない。我々4人は軟座卓のコンノミー  

トメソトの一室に納まる。車内全体がゆ／〕たりLているのて，  

日本の寝台列車のような窮屈さを感じさせない。   

朝5時頃．目を覚Lて車外をみると，朝霧の中を畑に向う農  

民†通勤のため駅に向う人，朝の早い国民てある。6時過ぎ，列  

車は山海関に近／づく。このあたー）ほ山が海岸近くまて迫ってい  

は じ め に  

昭和60年9月24日から2週間の日程で中国東北地方を訪れ  

る機会を得た。今回の旅ほ中国科学院長春地理研究所の招待で  

実現Lたものである。同研究所ほ以前から北海道刀泥炭地に強  

い関心を持ち，昭和59年9月別所長を初め4人の先生方が来道  

され，講演会ぞ道内の泥炭地視察を通じて，北海道泥炭地研究  

会√こ会長，北大農学部梅田安治教授Jと深い関係を持つように   

J【、   J，  ′よつノー○  

訪中団の主目的ほ，三江平原の泥炭地視察であったか 将来  

三江平原の泥炭地について日中共同研究を進めるための下準備  

という意味も含まれていた。訪中団の構成ほ下記の通、りである。   

団 長 大原 芳美（北海道農業近代化コンサノンタントノ〕  

秘書長 高橋 英紀〔北海道大学環境科学研究科〕  

団 員 松下 勝秀〔北海道立地下資源調査所ノ  

′′  五十嵐八枝子 りと海道大学理学部〕   

1北京から長春へ  

9月24日，小雨に煙ぶる成田空港を発ち，秋晴れ刀北京空港  

に到着したのほ13時であった。空港では顔なじ長の樋先生：三じ   

め4人の地理研のスタッフが出迎えてくれた。越先fE：ま昭和56  

年から2年間，北大環境研に留学された方で，高橋先生と師弟  

関係にある。北京市内見物を数時間で切り上げ，日程の打合せ  
東北平原のなかの残丘（錦州付近の車窓風景）  

一手前はとうきび畑   



るところで，沖積平野の中に山がにょっきりと突き出Lている  

様子：ま何か異様である。山にほ草木が少なく茶色や白色の山肌  

が出ている。白く見えるのほ石灰岩であろうか，うねった摺曲  

構造も見える。山稜に1本の白い線が見える。万里の長城であ  

る。全長6，000kmに及ぷ長城の東の始点である。   

山海関の山並みが遠ざかり，丘陵地帯を過ぎると東北平原で  

ある。トウキビ畑，コ】リャン 畑，大豆畑なと、が地平線まで続  

いている。時折，車窓を農家の集落が通り過ぎる。土べいをめ  

く、、らLた日干し煉瓦作りの農家，屋根の上にほトウキビやコー  

リャンが干L／てあり，家の周りの水溜りにほアヒルが泳いでし  

る。この水溜りほ日干L煉瓦岡の土を取った跡だという。その  

ような集落でもテレビ・アンテナが林立していて，電化がかな   

り進んでいることをうかがわせる。   

東北平原の中央を流れる遼河流域に入ると，あちこちに浸水  

した田畑が見えてくる。この夏は雨が多く，東北地方の農作物  

ほ甚大な被害を受けたという。今回の旅を通じて，ノハノンごンで  

も三江平原でも同じ様な光景があちこちに見られた。   

北京から17時間，列車ほ長春駅に到着した。〔次号につづく〕  

鋸★第24回試鮒究会開かれる  

に，行政と研究機関との問における意見交換の場とLて職場研  

修会を企画しました。この研修会は，『道行政の課題と地下資源  

調査所の役割』と題し1月から3回シリーズでおこ転われまし  

た。講演内容ほ次のとおりです。  

1月22日：①北海道の防災消防行政（総務部防災消防課，中  

野 滋課長補佐〕，②国際森林年と水問題（林務部治山課，多田誠  

課長補佐〕，③北海道のエネルギー情勢〔商工観光部資源エネノン  

キー課，鈴木 孝課長補佐∴ ④道内鉱業の現状と課題：商工観  

光部石炭鉱政課，続木一艮石炭鉱業係長），⑤全国水需給動態調  

査（開発調整部土地水対策課，寺井 茂主事〕   

3月19日：①北海道における砂防事業の現状と課題こ土木部  

砂防災害課，松田豊治主任技師〕，②道温泉行政の現状と課題〔衛  

生部薬務課，南部淳司企業係長〕，③北海道の鉱害対策し商工観  

光部石炭鉱政課，江上 宏鉱害対策係長・片倉捗幸技師〕   

4月8日：農地開発行政の現状と課題（農地開発部耕地計画  

課，阿部正人主任技師〕  

☆所出版物のあんない  

05万分の1地質図幅。同説明書 札幌第34号「日高」   

05万分の1地質図幅・同説明書 札幌第76号「駒ヶ岳＿   

05万分の1地質図幅。図説明書 釧路第30号「中士幌」   

○地下水位・地盤沈下観測記録1rIil昭和60年 札幌市北部  

～石狩地区   

○地下水源調査資料 地下水の水質（1）函館地区   

なお，10万分の1北海道水理地質図幅。同説明書 第12号【伊  

達・八雲」は6月下旬に刊行の予定です。  

★関係出版物のあんない  

（昭和60年度〕畑作振興深層地下水調査報告書 北海道   

第24回試錐研究会ほ3月13日  

（木〕ト，ホテル7カシ7において開催されし主催：北海道立地下  

資源調査所，協賛：北海道地質調査業協会・全国さく井協会北  

海道ま部∴出席者は業界関係者を中心に16（）人程でLた。午前  

中はK．K．ユニオン。コンサルタント社長斎藤昌之氏（元当調  

査所長〕の『地熱開発にまつわる雑感』と題しての特別講演が  

あり，同氏：ま，我が国の今後の地熱開発のあり方について，世  

界各地の地熱地帯視察の経験をもとに情熱を込めて語られまし  

た。午後の個人講演では，当調査所研究職員2名を含む6名の  

講演者から次のような報告がありました。  

渋谷 裕（K．K．テノンナイト技術研究所〕：新Lい逸泥対策工法  

について   

富岡 聡（：K．K．物理計測コン→ノトルタソト札幌支店〕：最近の  

マノ「ロギング   

岡 孝雄こ地下資源調査所J：十勝平野の深層熱水開発の現状  

川崎悦男（富士川機械K．K．J・堀田健二（北海道温泉ポンプK．  

K．〕：最近の温泉揚湯用ポンプとその抑制  

高橋徹哉こ地下資源調査所）：多層仕上げと揚湯試験の一例  

吉田耕作こ常梶ポーリングK．K．〕：ポーリング坑における湧水  

対策の一例  

なお，講演会終了後，同ホテノンにて懇親会が催され，多数の  

参加を得てやごやかに歓談が進みまLた。  

通行政の課題と地下資源調査所の役割を考える  

】職場研憺会（3回シリーズ）終了－   

当調査所は，地質現象にかかわる分野の専門的研究機関とL  

て，本庁〔道〕の多くのセクシコソ〔1局10部〕と密接な関連  

をもちながら，調査研究を行ってきています。近年の行政ニー  

ズの多様化に適応Lた効果的な業務の推進にほ，ます通行政の  

課題をより的確に把握Lておくことが重要です。このため，当  

調査所てほ，行政の第一▲線の方々に講演をしていただくととも  

ア地下資源調査所ニュース∠1986年4月21日発行（季刊〕   
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